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文化財レスキューネットワークと遠野
前川さおり
Tono City and the Cultural Property Rescue Network: 
in the no Man's Land  between Volunteer Work and Civil Service, 
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はじめに
岩手県遠野市という一地域の博物館職員であった筆者は，2011 年の東日本大震災の文化財レス





























































翌 3月 12 日朝に博物館に戻り，被害状況を写真撮影し，転倒や落下の危険性がある展示資料を取
り外して梱包，収蔵庫に収納した。図書館・博物館の建物の壁や窓ガラスに一部ヒビが認められた






















従事し，図書館は 4月 1日，博物館は 4月 22 日まで休館した。
2-2　岩手県の博物館図書館等の被災概要
岩手県では，津波で多くの沿岸市町村の図書館や博物館が被害を受けた。




























東日本大震災が発災した 2011 年 3 月 11 日から 4月 17 日まで，筆者を含めた遠野市立図書館博物
館職員は，市内各施設に分散配置されて食糧支援や避難所運営，物資の移送にあたっていた。




















































察隊が参加して回収作業や移送を行っていた。遠野市からは前述のとおり，平成 23 年 4 月から 5月
までは筆者が個人で参加していたが，平成 23 年 5 月以後 10 月までは遠野市立博物館・遠野文化研
究センターとして関与した。
①陸前高田市海と貝のミュージアム




また 9.7 ｍの日本最大級のツチクジラ剥製標本（愛称　つっちぃ）については，同年 5月 28 日か
ら 29 日にかけて国立科学博物館チームが天井に吊られていた状態から外して可動仮設架台へ移し，



















釜石市役所の第 1庁舎の地下，第 2・3・4庁舎の 1階が津波で被災し，段ボール約 500 個分の行
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政文書などに水損被害が出ていた。国文学研究資料館が資料レスキューチームを結成し，救出と乾
燥処置にあたった。国文学研究資料館から呼びかけがあって遠野文化研究センターとして参加し，
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（3）ナンバリングとドライクリーニング


































立博物館の筆者 1名で作業をしていたが，2011 年 6 月 21 日に神奈川大学学生ボランティアが参加
したのを契機に，その後は継続して団体や個人ボランティアが参加するようになった。




















返却資料の中で特筆すべきは，大槌町議会資料の中に 1933 年の昭和 8年三陸大津波に関するも






























































































を，カビの発生しにくい寒冷な冬季を待ち，2017 年 1 月末に遠野市立図書館本館に戻した。奈良文



















































（2017 年 12 月 18 日受付，2018 年 8 月 3 日審査終了）
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This thesis is an examination of cultural property rescue networks, viewed from the perspective of 
one region in Japan. Tono, in Iwate Prefecture, had a historical network with the municipalities of the 
Sanriku Coast, and also had public and private networks with museums and curators in the prefecture. 
Although Tono was devastated by the Great East Japan Earthquake, cultural property rescue activities 
were successfully carried out along the Sanriku Coast. 
My involvement with cultural property rescue work evolved over time from personal networks, to 
public networks, and again returned to private networks.  Among the materials rescued from the town 
of Otsuchi was a precious discovery that revealed disaster relief efforts in Tono City after the Sanriku 
Tsunami disaster of 1933. The network that was cultivated through the Great East Japan Earthquake 
was able to rescue materials in Tono, damaged by typhoon #10, in 2016, and a new network was 
established. 
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Tono City and the Cultural Property Rescue Network: 
in the no Man's Land  between Volunteer Work and Civil Service, 
and between being Affected by and Aiding in a Disaster
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